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昭
和　

年
８
月
の
町
広
報
で
は
、
７
月
に

３６

起
き
た
豪
雨
の
被
害
を
こ
う
伝
え
て
い
ま
す
。

と
全
町
が
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
様
子
と
、
死

者
や
行
方
不
明
者
が
出
る
人
的
被
害
や
住
宅

や
施
設
、
農
作
物
な
ど
総
額
５
億
円
も
の
被

害
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
洪
水
を
繰
り
返
す
中
で
、
町

は
当
別
川
の
抜
本
的
な
治
水
対
策
を
北
海
道

知
事
に
陳
情
し
続
け
て　

年
が
経
ち
ま
す
。

３０

こ
の
間
、
町
で
も
排
水
対
策
特
別
事
業
や
河

川
整
備
を
は
じ
め
、
内
排
水
機
場
の
設
置
な

ど
各
種
対
策
の
た
め
に
2
7
0
億
円
以
上
も

の
お
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
洪
水
対
策
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
歴
史
の
中
で
、
当

別
ダ
ム
の
完
成
は
「
抜
本
的
な
治
水
対
策
」
を

期
待
で
き
る
も
の
で
す
。
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昭
和　

年
か
ら
平
成　

年
ま
で
に
、
台
風

３６

13

や
集
中
豪
雨
に
よ
る
川
の
氾
濫
は　

回
を
数

26

え
ま
す
。
３
年
に
２
回
の
割
合
で
悲
惨
な
被

害
を
こ
う
む
っ
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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続
い
た
台
風
の
被
害
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の

９
月
町
広
報
で
は
「�
�
�
�
�
��
�
」
と

題
が
付
け
ら
れ
、

�
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ま
た
、
当
別
を
襲
っ
た
大
水
害
で
最
も
記

憶
に
新
し
い
の
は
、
昭
和　

年
８
月
に
２
回

５６

と
記
さ
れ
、
被
害

額
は　

億
円
、
そ

４５

の
６
割
が
農
業

関
係
だ
っ
た
と

伝
え
て
い
ま
す
。
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現
在
、
町
の
上
水
道
は
、
町
営
東
町
団
地
の

東
側
を
流
れ
る
当
別
川
の
表
流
水
を
取
水
し
、

元
町
浄
水
場
で
浄
化
処
理
後
、
町
内
の
ほ
と

ん
ど
の
世
帯
へ
給
水
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
浄
水
場
の
老
朽
化
が
激
し
く
、
町

単
独
で
の
建
設
に
は　

億
円
を
超
え
る
費
用

30

を
要
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
当
別
ダ
ム

と
共
に
浄
水
場
を
建
設
す
る
と　

億
円
程
度

１４

の
費
用
負
担
で
済
み
ま
す
。

　

今
現
在
も
、
町
が
有
す
る
水
利
権
だ
け
で

は
水
量
が
足
り
ず
、
不
足
部
分
は
、
ダ
ム
完
成

を
担
保
に
暫
定
的
に
認
め
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
（
暫
定
水
利
権
）。
万
が
一
ダ
ム
建
設
が
凍

結
さ
れ
る
と
、
目
の
前
に
川
が
流
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
水
を
飲
用
に
は
使

え
な
い
状
況
に
な
り
ま
す
。

　

町
が
札
幌
市
、
小
樽
市
、
石
狩
市
と
と
も
に

構
成
す
る
「
石
狩
西
部
広
域
水
道
事
業
団
」
で

は
、
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、
事
業
の
再
評

価
が
行
わ
れ
、
計
画
用
水
供
給
量
の
見
直
し

が
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
別
ダ
ム
建
設
と
共
に
、

�
�
�
�

浄
水
場
や
送
水
管
な

ど
の
水
道
施
設
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
で
、
今

後
、
安
全
で
安
定
し
た

水
道
水
を
供
給
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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当
別
の
稲
作
中
心
の
農
業
に
は
、
か
ん
が

い
用
水
の
確
保
が
重
要
で
す
。
当
別
川
の
洪

水
被
害
に
悩
ま
さ
れ
る
反
面
、
河
川
の
流
量

が
不
安
定
な
た
め
用
水
不
足
を
生
じ
る
こ
と

も
度
々
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
度
用
水
と
し
て
使
っ
た
水
を

下
流
域
の
耕
地
に
還
元
利
用
す
る
た
め
の
多

数
の
揚
水
施
設
に
多
大
な
維
持
管
理
費
が
費

や
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
も
ほ
ぼ
終
了
し
、

ダ
ム
の
完
成
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

将
来
に
向
か
っ
て�
�
�
�
�
�
�
と�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
た
め
に
、
当
別
ダ

ム
の
早
期
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。

町民約1,100人が集結し、当別ダム早期
完成を求める町民緊急大会が、１１月２３日
に白樺コミセンで開催されました。

町民緊急大会開催
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